
壌
も
メ
タ
ボ
時
代

食
料
に
恵
ま
れ
た
現
在
の
日
本

で
は
、
人
々
の
健
康
に
関
し
て
栄

養
過
多
に
よ
る
メ
タ
ボ
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
農
地
に
目
を
向
け
て
み

る
と
、
人
間
の
よ
う
に
土
壌
も
養

分
過
多
の
状
況
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
元
々
、
東
北
の
土
壌
は
、

酸
性
で
リ
ン
酸
が
欠
乏
し
て
、
作

物
が
育
ち
に
く
い
土
地
柄
で
し
た
。

科
学
技
術
の
発
展
も
相
ま
っ
て
化

学
肥
料
等
が
開
発
さ
れ
る
と
、
土

壌
改
良
が
す
す
め
ら
れ
、
肥
料
を

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
物
の
生

産
性
が
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
、
土
壌
改
良
資
材
や
肥

料
の
投
入
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
、
土
壌
中
の
養
分
が

充
分
の
水
準
を
超
え
て
過
多
が
原

因
と
考
え
ら
れ
る
生
育
障
害
や
作

物
の
病
害
発
生
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
野
菜
な
ど

施
肥
量
の
多
い
施
設
土
壌
で
養
分

過
多
傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
。

土
壌
も
メ
タ
ボ
の
時
代
を
む
か

え
て
い
ま
す
。

野

菜
土
壌
の
状
況

本
県
の
主
要
な
野
菜
で
あ
る

キ
ュ
ウ
リ
土
壌
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
令
和
３
年
度
に
農
家
の
皆

様
か
ら
お
預
り
し
た
約
五
百
点
を

分
析
し
た
デ
ー
タ
を
、
土
壌
中
の

作
物
に
吸
収
さ
れ
や
す
い
リ
ン
酸

と
石
灰
に
つ
い
て
濃
度
レ
ベ
ル
別

の
地
点
数
を
集
計
し
て
み
ま
し
た
。

リ
ン
酸
は
図
１
、
石
灰
は
図
２

に
示
し
ま
し
た
。
リ
ン
酸
も
石
灰

も
基
準
値
を
大
き
く
超
え
た
地
点

が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

キ
ュ
ウ
リ
は
比
較
的
施
肥
量
が
多

い
野
菜
で
す
の
で
、
多
く
肥
料
を

入
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
リ
ン
酸
、
石
灰
と
も
30

年
前
の
県
の
調
査
結
果
と
比
較
し

て
、
平
均
値
が
増
加
し
て
い
ま
し

た
。
最
大
値
で
も
リ
ン
酸
が
30
年

前
５
０
０
㎎
が
８
０
０
㎎
に
、
石

灰
が
30
年
前
６
０
０
㎎
が
１
５
０

０
㎎
と
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
今
後
も
間
違
い
な

く
増
加
し
続
け
ま
す
。

ド

壌
診
断
は
人
間
の

健
康
の
た
め

今
回
は
メ
タ
ボ
化
し
て
い
る
土

壌
の
状
況
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

目
に
見
え
な
い
土
壌
の
状
態
を
知

る
た
め
に
は
、
定
期
的
に
土
壌
の

健
康
診
断
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。土

が
健
康
で
な
け
れ
ば
健
全
な

農
作
物
は
育
ち
ま
せ
ん
。
健
全
な

農
作
物
を
食
べ
る
こ
と
で
人
間
の

健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。
「
身
土

不
二
」
や
「
医
食
同
源
」
の
言
葉

に
あ
る
よ
う
に
土
は
人
間
の
健
康

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

土
を
大
切
に
、
土
壌
診
断
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

土
壌
診
断
の
お
問
い
合
わ
せ
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
！
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「
土
壌
」
の
「
健
康
診
断
」
を
行
い
ま
し
ょ
う

！

図１ 可給態リン酸のレベル別地点数

2022年6月号

JA全農福島 肥料農薬部

Vol.2

土

ド

タ
ボ
土
壌
の
野
菜
の

生
育
へ
の
影
響
は
！
？

リ
ン
酸
は
過
剰
症
状
が
出
に
く

い
養
分
で
す
が
、
３
０
０
㎎
を
超

え
る
と
キ
ュ
ウ
リ
の
葉
に
白
斑
症

状
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
リ
ン
酸
が
多
く
な
る
と
カ

リ
ウ
ム
の
吸
収
を
抑
え
た
り
、
亜

鉛
や
マ
ン
ガ
ン
な
ど
の
微
量
要
素

欠
乏
を
誘
発
し
た
り
、
ウ
リ
科
野

菜
の
ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病
な
ど
の

発
生
を
助
長
す
る
こ
と
も
分
か
っ

て
い
ま
す
。

石
灰
は
直
接
の
過
剰
症
と
い
う

よ
り
は
、
苦
土
や
カ
リ
ウ
ム
の
吸

土

野

図２ 置換性石灰のレベル別地点数

メ

収
の
抑
制
や
㏗
の
ア
ル
カ
リ
化
に

よ
る
生
育
抑
制
が
発
生
し
ま
す
。



【 水稲 】

果樹

中央と対角線で３か所

表土を1ｃｍ程度取り

除き、深さ10～20ｃｍ

の作土を移植ゴテで

採ります。

石や木を取り除いた

土を混ぜ合わせ、乾燥・

粉砕した後、縮分して

約150ｇとします。

圃場から代表的な樹体を３本程度選び、右図のように、それぞれの樹の

樹幹先端から30ｃｍ程度内側の２・３か所で主要根群域（30～40ｃｍ

まで）を上下に２等分して採取し、各層ごとに混合、石や木を取り除い

た土を混ぜ合わせ、乾燥・粉砕した後、縮分して約150ｇとします。

圃場が傾斜地の場合は、上・中・下部に分けて土を採取します。

畝が残っている場合

水稲と同様に３か所から移植ゴテで

株間の深さ15ｃｍ程度までの

土を採取し、乾燥・粉砕した後、

縮分して約150ｇとします。

採取の際、施肥部など養分

が突出している場所を避けて

採るなどの注意が必要です。

畝がない場合（平坦地）

上記と同様ですが、施設作物の場合は、出入口や

窓付近での採取を避け、中央側の土を採取します。

露地・施設野菜

このような悩みはありませんか？？

☑収量が安定して取れない。

☑昔に比べて味が落ちた気がする。

☑病気や生育障害のような被害が続いている。

☑どのように土づくりをしたらいいか分からない

2022.6月号 JA全農福島 肥料農薬部 技術情報通信 Vol.2

土壌サンプル
を採取後、
乾燥・粉砕

サンプルを
お近くのJAへ
持ち込む

土壌分析
診断結果

処方箋の返送

の活用で

収量・品質の向上と資材コストの削減を！

大切な土の
健康診断

１．土壌分析の目的

【 果樹 】

【 露地・施設野菜】

①

②

③

約１５cm　

２．土壌分析の流れ

３．土壌採取の方法

15ｃｍ

0～20ｃｍ

20～40ｃｍ
]主要根群域

30ｃｍ

悩みの原因は土壌に問題が

あるかもしれません。

土壌分析で土壌の健康状態

を確認してみませんか？


